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研究成果の概要（和文）：申請者は、インドネシアの辺境地で生活様式が縄文時代と同等な電気も水道の無く、
家畜と共に住む原住民とその家畜の糞便由来DNAを用い、ヒトと動物間のサブタイプの種類と、個々のサブタイ
プ由来のSSU rRNA遺伝子の変異領域を含む約1kbp以上の塩基配列を5クローンごとに解析し、比較検討した。そ
の結果、ほとんどの原住民は家畜動物とは異なったサブタイプが生息しており、宿主特異性が見られた。一方、
特定の家族では家畜動物のヤギとの間に遺伝的に相同なサブタイプ1株が生息していた。しかし、ヤギには、遺
伝的に異なった2種類のサブタイプ1が混在しており、原住民からは片一方のサブタイプ1しか検出されなかっ
た。

研究成果の概要（英文）：The applicant used fecal DNA from resident people and their livestock living
 in remote areas of Indonesia without electricity and water systems, whose lifestyle is equivalent 
to that of the Jomon Period, and analyzed and compared the subtypes between humans and animals and 
the sequences of more than 1 kbp including variable regions of the SSU rRNA gene from each subtype. 
The results were analyzed and compared for each of the five clones. The results showed that most 
subtypes that differed from those of domestic animals, indicating host specificity. On the other 
hand, certain families inhabited another-subtype 1 that was genetically homologous to the domestic 
animal goat. However, two genetically distinct subtype 1 strains were mixed with goats, and only one
 subtype 1 strain was detected in the residents.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ブラストシスチスの人畜共通感染性については、ヒトと動物由来株が同じサブタイプに属することから想定され
てきた。申請者は、サブタイプの分類を提唱した先駆者であり、この考えに否定的であり、これについて議論す
るために本課題を遂行した。この成果は、ブラストシスチスの遺伝的に多様なサブタイプの人畜共通感染性につ
いての問題点を解明することにつながる課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

ブラストシスチスは、100年以上前にヒトの糞便から検出され、その後、様々な動物種から

も見出された。その後、この微生物は、遺伝的に多型であり、ヒトと動物から遺伝的に似た

株が検出され、分子系統学的に様々なサブタイプの種類に分類されてきた。その中で、ヒト

由来のサブタイプのほとんどが、ヒト以外の動物種からも検出されたことにより、人畜共通

感染性と提唱されてきた。しかし、ブラストシスチスの人畜共通感染性を議論するには、同

じサブタイプだけでなく、同一サブタイプ内においても多様性が見られることから、より詳

細な比較検討が必要である。 
 
２．研究の目的 

ブラストシスチスの人畜共通感染性については、ヒトと動物由来株が同じサブタイプに属

することから想定されてきた。申請者は、サブタイプの分類を提唱した先駆者であり、この

考えに否定的であり、これについて議論するために、本課題を遂行した。 
 
３．研究の方法 

ブラストシスチスの人畜共通感染性について議論するために、ヒトと動物とが密接に生活

して、お互いに糞便汚染を介して様々な腸管に生息する生物を感染伝播させている環境で

生活している地域で採取した糞便由来 DNAを用いた。ヒトと動物間のブラストシスチスの

サブタイプの種類と各サブタイプの比較には、我々が開発した SSU rRNA遺伝子の変異領

域を含む約 1kbp 以上の配列を増幅する特異的なプライマーを使用した。この方法により、

様々なサブタイプが混在していても、特定のサブタイプのみを増幅させることが可能であ

った。さらに増幅産物をサブクローニング法により 5 クローンずつ解析し、その塩基配列

をアライメントすることにより、同一サブタイプ内の多様性を把握した。 
 
４．研究成果 

インドネシアの辺境地に住む 10家族の住民と、その家畜動物を対象に、提供された住民の

糞便、および採取可能であった家畜動物の糞便から DNAを直接抽出し、その DNAからブ

ラストシスチスのヒトに感染している 9 種類のサブタイプについて、我々が開発した特異

的プライマーにより、SSU rRNA 遺伝子の変異領域を含む 1kbp 以上の配列を増幅し、各

産物から 5 クローンずつ塩基配列を解読し、アライメント解析と系統樹作成により各サブ

タイプ内の多様性について解析した。 

その結果、10 家族の内、9 家族では、住民と家畜動物に生息するブラストシスチス間に共

通したサブタイプは検出されなかった。残りの 1家族では、住民とヤギから、サブタイプ 1

が検出され、両者のサブタイプ 1 ついて詳細に解析した結果、遺伝的に異なるサブタイプ

1A とサブタイプ 1Bの 2種類がヤギから検出された。一方、住民からはサブタイプ 1A し

か検出されなかった。さらにサブタイプ 1Bは、家畜動物の多くのブタから検出された。ブ

タからは、サブタイプ 1Bしか検出されず、一方、ヤギからはサブタイプ 1Aとサブタイプ

1Bの両方が検出された。さらに、分子系統学的解析によりサブタイプ 1Aとサブタイプ 1B

は遺伝的に異なった株であることが示された。 

これらの結果は、同一サブタイプ内に遺伝的に異なる株が存在し、それらは、遺伝的に異な

るためか宿主特異的も異なっていた。さらに、その一方のサブタイプ 1Aは人畜共通感染性

を示し、他方のサブタイプ 1Bは人畜共通感染性を示さなかった。 



住民からはサブタイプ 1以外にサブタイプ 2, 3が検出されたが、家畜動物内のこれらのサ

ブタイプの生息性は確認できなかった。これらの結果は、ヒトに見られる多くのサブタイプ

は、人畜共通感染性を示さない可能性が高く、同じサブタイプに属するだけで人畜共通感染

性を議論することには無理があることが判明した。今後は、サブタイプ内の多様性について

SSU rRNA遺伝子の変異領域を含む 1kb以上の配列を用いた詳細な解析が必要である。 
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